
 

 

 

 

 

 

 

―――『『『まままほほほろろろばばば   常常常陸陸陸大大大宮宮宮物物物語語語』』』ののの製製製作作作   

 「常陸大宮物語」企画の紹介 

 常陸大宮という地域を「見て」「聞いて」「触れて」「知って」「感じて」いく中で物語を作ろうというコン

セプトの下、作品を作っていった。 

 2009 年秋に完成した『まほろば 常陸大宮物語』の作品を以下の地図上に紹介する。 

ピジョン美和の森 

吉田八幡神社 

長倉の大エノキ 

西金砂神社 

西塩子の回り舞台 

春日神社 

現実に圧迫された少年が、祖父の語った

想い出の場所に行く。そこで、出会った

女性を通し自分の将来を想う。 

 

トライアングル―ヒロキ 

常陸大宮に住むアキラは中学 2 年生。気になる女の子

の転校や、祖父の死を乗り越えて西塩子の回り舞台を

見に行った。そして、不思議な体験をする。 

トライアングル―アキラ 幼少時暮らしていた地に大助は帰ってきた。当時の記

憶が全くない大助だが、ある日しゃべる狐と出会った

事がきっかけで大切な記憶を思い出す。 

星降る夜に、星降る里で 

幼い頃母を亡くした生成は、爺の家で大木を目にす

る。生成は段々と大木に惹かれていき、子を想う親の

気持ちと故郷を想う気持ちを知っていく。 

ここへ 

舞台に現れた天女。実は、天女は若くして亡くなった

健作という少年の役者だった。彼の後悔を消し去るた

めに、数馬は舞台に立たった。 

扇太郎終口上 

自立に悩む高校生と見知らぬ女性の早朝のやりとり。

市の伝説「朝日姫」を題材に、旅立ちと郷土愛につい

て書いた作品。 

ある春の日 

常陸大宮物語 

是非、お読みください 

茨城大学 人文学部 社会科学科 堀江真由美 

祭りのボランティアに知らない土地を訪れる。

そこで、彼は別れた彼女にあまりにも似すぎた

女性に出会った。 

世界の終わりのカルナバル 


